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馬
場
会
長
の
あ
い
さ
つ

テープカット

　

”
勤
労
者
の
暮
ら
し

に
か
か
る
サ
ポ
ー
ト
事

業
“
と
し
て「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福

井
」（
く
ら
し
な
ん
で
も

相
談
所
）が
、
八
月
六
日

㈪
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福

井
１
階
南
側（
福
井
市
問

屋
町
）に
て
、
新
規
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

労
福
協
は
、こ
れ
ま
で

未
組
織
を
含
め
た
勤
労

ラ
イ
フ
サ
ポ
�
ト
セ
ン
タ
�
福
井

新
規
オ
�
プ
ン
!!

者
の
生
活
に
関
す
る
困

り
ご
と
や
悩
み
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
、三

年
前
よ
り
県
内
各
地
域

（
九
市
）に
お
い
て「
く
ら

し
な
ん
で
も
相
談
会
」を

そ
れ
ぞ
れ
年
二
回
巡
回

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、福
井
県
及
び
連

合
福
井
を
は
じ
め
、労
働

金
庫
、全
労
済
な
ど
の
労

働
福
祉
団
体
等
の
共
同

に
よ
り
、

常
設
の

相
談
所

を
新
設

す
る
に

至
り
ま

し
た
。

　

開
所

日
の
オ

ー
プ
ニ

ン
グ
セ

レ
モ
ニ

ー
で
は
、

主
催
者

を
代
表

し
て
馬

場
労
福

協
会
長

は「
現
在
、

多
く
の

人
々
が

生
活
上

の
様
々

な
悩
み

や
問
題

を
抱
え

て
い
る
。

そ
の
よ

う
な
生

活
全
般

の
諸
問

題
を
少

し
で
も

解
消
し
て
行
き
た
い
」

と
の
挨
拶
に
続
き
、
来

賓
の
福
井
県
産
業
労
働

部
企
画
幹
の
梅
田
様
及

び
福
井
市
商
工
労
働
部

労
政
課
長
の
保
珍
様
よ

り
ご
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
相

談
員
を
紹
介
し
た
後
、

主
催
者
代
表
（
馬
場
会

長
）
及
び
福
井
県
（
梅

ま
す
が
、

訴
訟
関

係
や
法

的
処
理

な
ど
が

必
要
な

ケ
ー
ス

に
つ
い

て
は
、

専
門
家

で
あ
る

弁
護
士

や
司
法

書
士
へ

取
次
ぎ

を
行
い

ま
し
た
。

（
十
四
件
専
門
家
へ
依

頼
）

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
福
井
は
、
相
談

内
容
を
限
定
し
な
い

「
く
ら
し
な
ん
で
も

相
談
所
」
で
す
。
相

談
ス
タ
ッ
フ
は
、
今

後
に
お
い
て
も
、
様
々

な
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
相
談
対
応

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高

め
、
相
談
者
の
問
題

・

悩
み
な
ど
の
解
消

（
専
門
家
や
福
祉
事

業
団
体
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
含
む
）

に
努
め
て
ま
い
り
ま

所　　　長：早　見　幸　夫
主任相談員：峯　田　則　雄
相　談　員：加　藤　健　二
相　談　員：宮　北　利　一
相　談　員：毛　利　利　夫（９月より）
　　　　　　　　　　　＊相談員は交代勤務

ライフサポートセンター福井の「スタッフ」

田
企
画
幹
）、
福
井
市

（
保
珍
課
長
）
の
ご
来
賓

の
方
々
に
よ
り
、
リ
ボ

ン
テ
ー
プ
が
カ
ッ
ト
さ

れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終

え
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は

じ
め
と
し
た
地
方
放
送

局
及
び
地
元
新
聞
各
社

か
ら
詳
細
な
取
材
等
を

受
け
、
テ
レ
ビ
で
の
放

映
や
新
聞
記
事
と
し
て
、

当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
の

経
緯
や
趣
旨
・
目
的
な

ど
に
つ
い
て
大
き
く
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
プ

ン
初
日
か
ら
電
話
で
の

相
談
や
早
速
来
所
さ
れ

て
く
る
相
談
者
も
あ
り
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
後
、早
一
ヶ

月
以
上
経
過
し
ま
し
た

が
、そ
の
間
の
相
談
件
数

（
電
話
含
む
）
は
一
〇
〇

件
を
超
え
て
お
り
、内
容

は
金
銭
面（
主
に
多
重
債

務
関
係
）の
問
題
が
全
体

の
約
半
数
、次
い
で
労
働

問
題
が
約
三
〇
％
で
、他

は
「
暮
ら
し
に
関
す
る
」

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
相
談
に
対
し
て
、相
談

さ
れ
た
方
が
納
得（
解
決

策
の
ア
ド
バ
イ
ス
含
む
）

さ
れ
た
も
の
、
ま
た「
悩

み
を
誰
か
に
聞
い
て
ほ

し
か
っ
た
」な
ど
も
あ
り

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



(3)　改装第２８号　2007年９月 改装第28号　2007年９月　(2)

旅のポイント

第３回ろうふく見聞ツアー
バンコクと世界遺産アユタヤ遺跡４日間

●利用予定航空会社：タイ航空機(エコノミークラス)
●利 用 予 定 宿 泊：ロイヤル・オーキッド・シェラトンホテル
●食　事　条　件：朝食２回、昼食２回、夕食３回
●募　集　人　員：２０名様以上
●申 込 締 切 日：２００７年１０月１９日迄
　　　　　　　　　　※その他の取扱いは、旅行業約款によります。
●お取消料２００７年１０月２９日以降 　２５,０００円
　            ２００７年１１月２７日以降 　６０,０００円 
　　　　　             　　　　旅行日当日　　１３３,０００円

　日頃は労福協をはじめ、各福祉事業団体活動へのご協力に深く感謝申し上げます。
　さて、第1回、第2回と好評だった世界見聞ツアーを今年も実施することとしました。
　第３回の本年はタイランドを選びました。微笑みの国タイは昔シャムと呼ばれた頃から日本との交流が深く日本と同様に
米を主食とする仏教国です。象の国。蘭の花が咲き乱れる熱帯の国。また発展する東南アジアの中心地でもあります。バラ
エティーに富んだ魅力があふれ、何度訪ねても必ず新しい発見がある、そんな現地を見て知るこの旅に、さあ行きましょう!

●世界遺産『アユタヤ遺跡群観光』と『バンパイン宮殿』へご案内！しかも『象乗り体験』付
●幻想的な『アユタヤライトアップ鑑賞』へご案内！
●東洋のベニス『バンコク市内観光とショッピング』へご案内！
●感情を表現する指先に注目『タイ古典舞踊』へご案内！

●中部空港税２,５００円、現地空港税２,８３０円、
　燃油サーチャージ９,６００円も含みます。
●一人部屋ご希望の方は別途３０,０００円になります。

お問合せ・お申込みは

　 福井県労働者福祉協議会
　　　　　　ＴＥＬ ０７７６－２１－５９２９
　 ユニオントラベル福井
　　　　　　ＴＥＬ ０７７６－２１－２３１２
　　　　　　総合旅行業務管理主任者  竹内善実

■ご旅行期間 ２００７年１１月２９日（木）～１２月２日（日）

133,000円133,000円133,000円
旅行費用（お一人様）

＜阪神大震災におけるデータ＞

地震発生後に
兵庫県下で　１，２６５，７３０戸
大阪府で　　　　２３，７３８戸

が断水しました。

ライフライン復旧までの日数
　　電気・電話　　５日間
　　水道　　　　４５日間
　　ガス　　　　７５日間

１．ライフラインの寸断により、ガス７５日、水道４５日、電気５日間使えなかった。
　　　●７～１０日間位の飲料水の確保が必要
２．保存水であるペットボトルの水の持ち出しができなかった。
　　また、少量のためすぐになくなった。配給されても充分の量でない。
３．発電機の燃料が手に入らない。
　　（ガソリンスタンドが営業できない。業務ストップ）
４．カーバッテリーは１～２日で使えなくなる。
　　（震災時は車の中で宿を取るため、すぐにガソリンが切れてバッテリーも上がってしまった）
５．ほとんどの井戸で汲み上げポンプが使えなかった。
　　　●停電のため
　　　●発電機などの燃料切れのため
　　　●ガソリンスタンドが営業停止になり燃料入手不可能
６．給水車は道路の寸断により一部の地域でしか利用できなかった。

『震災は忘れた頃にやってくる』ではなく『備えあれば憂いなし』です。

◎阪神大震災では給水車の配給だけでは飲料水の確保には充分な対応ができませんでした。
　（道路が分断され復旧に時間がかかったため）
◎今までの災害時の経験では飲み水が汚染、伝染病は恐ろしい病気の原因となります。
◎災害そのものは防げなくても、備えさえあれば水の確保・安全に対する不安は防げるものです。

私たちは普段の生活の中で万が一・・・とは、なかなか考えられないものです。
しかし、万が一の時を考えた非常用の水を確保しておくということは、自分や家族の命
を考えたときにはとても重要なことなのです。

阪神大震災からの
教　　訓

現在、第二の関東大震災・東南海大地震がいつ起こっても不思議ではありません！！

非常用の
飲料水（ペットボトル）
は災害時に持ち出し

できますか？

災害時の飲料水は目安として１日１人2㍑約5日分必要といわれ
ています。4人家族の場合、最低でも４０㍑の水が必要です。
４０㍑の水は４０㎏の重さです。

第
五
十
七
回　

福
井
県

　

勤
労
者
美
術
展
作
品
募
集

一
、
会
期
・
会
場
：
福
井
県
立
美
術
館

　

平
成
十
九
年
十
二
月
六
日
㈭
午
前
九
時
〜

　

平
成
十
九
年
十
二
月
九
日
㈰
午
後
五
時
ま
で

二
、
部　

門

　

絵
画
の
部
・
書
道
の
部
・
写
真
の
部

三
、
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
。

　

た
だ
し
、
こ
の
美
術
展
部
門
の
制
作
を
職
業
と
し
な

　

い
方
で
あ
る
こ
と
。

四
、
出
品
点
数
お
よ
び
出
品
申
込
み
に
つ
い
て

　

⑴　

各
部
門
と
も
一
点
と
す
る
。

　

⑵　

出
品
票
は
当
協
議
会
お
よ
び
北
陸
労
働
金
庫
敦

　
　

賀
支
店
・
小
浜
支
店
に
あ
り
ま
す
の
で
、
作
品
と

　
　

共
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
搬　

入

　

●
嶺
北
地
区
の
出
品
者
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
四

　
　

日
㈫
ひ
る
十
二
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
に

　
　

会
場（
県
立
美
術
館
）へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
嶺
南
地
区
の
出
品
者
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
三

　
　

日
㈪
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
に
北
陸
労
働

　
　

金
庫
敦
賀
支
店
又
は
小
浜
支
店
に
搬
入
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

■福井新聞９月１９日朝刊掲載済み

※その他詳細は労福協へ
　問い合わせ下さい。

福井各地発着で添乗員
同行

＜ライフラインが寸断すると＞

全 労 済 か ら の お 知 ら せ


